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平戸市黒子島の植物
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は じ め に

黒+島は平戸の町のすぐ沖にある小島で,全

島がスダジイやタブノキなどの照柴樹自然林に

被わ比,昭和26年に国指定の天然記念物に指定

されている.この島のフロラについては外山

(1970;1980)や伊藤 ･川里 (1984),それを

再録 した伊藤 ･爽辺 (1992)などがある.

筆者らは2CK)7年5月にキノクニスケの分布調

査のために,黒子島を訪れた.同時に本島のフ

ロラと植生の調査を行い,いくつかの新知見を

得たので報告する.本島の上陸については,平

戸市教育委月会文化交流課加藤有産氏にお世話

になった.厚 くお礼申し上げます.

地理的特徴

黒子由は九州本土と平戸島の間の海峡,すな

わち平戸瀬戸の北部に位但 し,長さ約3COm,
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図1.黒子島全景

帽は投も広いところで約120mの長楕円形をし

た小島で,舶高地点は35mである.島の周囲は

流れが早いので,浜はほとんどなく,′トさな崖

となり,すぐ森林に被われている (図1).良

の南西端は神社があり,その前面にわずかに人

為の影響を受けた草本群落と裸浜がある.

植 生

全島タブノキ,スダジィ,ホルトノキなどに

よって被われた照葉樹林となっている.亜高 木

層はヤブツバキ,イヌビワ,イヌマキ,ヤプニッ

ケイなど,低木層はアオキが倭占している.串

本層はノシラン,フウトウカズラ,ムサシアブ

ミ,ソナレアマチャズル,テイカカズラ,ナン

ゴクウラシマソウ,キノクニスゲなどが多い.

本島に見られる植生は,伊藤 ･川里 (1984)が

述べているように,タブノキームサシアブミ群

銀と海岸低木林であるハマビワーオニヤプソテ

ツ辞典である.周囲が海にEflまれているにもか

かわらず海岸植生は乏しく,わずかにサイカイ

ヤアマオ群落が見られる程度で,県内にふつう

に見られるホソバワタンーボタンボウフウ辞典

も発達していない.

本島は植生全体が,天然記念物に指定されて

おり,外山 (1970;1980)は本島の植生につい

て,くりかえし原始林ということばを使って説

明している.しかし,神社の周辺ばかりでなく,

他の地点でも人為の影響が全くない原始状態で

はなく,栽培種のシホウテクや,メダケ(伊藤 ･
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川里 (1984)はヤダケも記録しているが,確認

できなかった),マダケ (伊藤 ･川里 (1984)

はホウライチクとしているが,標本を採集して

いないので不明)が広がっていたり,カジイチ

ゴも確認された.古くはかなり人が入っていた

と思われる.確かに大正6年から風致 ･魚附き

林とされたり,昭和26年から天然記念物に指定

されたりして,伐採は免れてきたので,かなり

自然状態は保たれているといえる.したがって,

IshidaeLal.(2004)の原生林 (照紫原生林)で

はなく,自然林 (照葉自然林)であるといえる.

以下に植生調査資料を得たタブノキームサシ

アブミ群集とハマビワーオニヤプソテツ群集の

種組成と各種の優占皮,鮮度を示す.

･タブノキームサシアブミ群集 :

[高木層 :15m,65%〕タブノキ33,スダジイ

22,ムクノキ21,マテバシイ21.

[亜高木層 :8m,∽%]ヤブツバキ22,イヌ

ビワ22,クロキ12,ヤアニッケイ11,イヌマキ
+.

[低木層 :3m,70%〕アオキ44,イヌマキ+

2,マサキ+,イヌビワ+,ホルトノキ+,マ

テバシイ+,ヤアニッケイ十.

[草本層 :0.6m,75%]ノシラン33,ソナレ

アマチャズル22,テイカカズラ12,7ウトウカ

ズラ12,テイカカズラ12,キノクニスゲ+2,

ベニシダ+,ビロウ+,ツルウメモドキ+,ナ

ンゴクウラシマソウ+,バクナノキ+,ヒヨド

リジョウゴ+,シログモ+.

･ハマビワ-オニヤアソテツ群集

[低木層 :4m,85%]:ハマビワ33,トベラ

22,マサキ22,オオバグミ12,ハマヒサカキ11.

[草本層 :0.7m,∽%]:ノシラン33,オニヤ

プソテツ22,7ウトウカズラ12,ツワプキ+2,

サイカイヤプマオ+2,ムサシアブミ+.

植物相の特徴

本島に生育する植物について,外山 (1980)
は木本植物としてほほ50種としている.また伊

藤 ･)什里 (1984)は木本類53種,草本類54種を

記録している.今回の調査で,113校を確認 し

た.新たに発見されたものはアオノクマタケラ

図2.林床に多く生育するどロウの若木

図3.葉の大きなソナレアマチャズル

ン,ソナレアマチャズル,ママコノシリヌグィ,

オヤアジラミ,ヤプムラサキ,ハチジョウイチ

ゴなどである.

分布上注目すべき植物として外山 (1970)や

伊藤 ･川里 (1984)は北限となっている木本の

ビロウとアコウ,さら外山 (1970)は草本のヒ

メキランソウをあげている.いずれも今回の調

査で確認できた.ビロウは高木のものはほとん

どなく,亜高木のものも少ないが,低木のもの

は多く (図2),将来はビロウがかなり繁って

くると思われる.ビロウは福岡県沖の島まで,

アコウは壱岐まで分布している.ヒメキランソ

ウも旧田平町,松浦｢打の海岸をはじめ,旧大島
柿 (中西1987)さらに壱岐 (中西2(X氾)でも発

見されており,佐賀県披戸岬まで分布する.ア

オノクマタケランは平戸島には生育地は少なく

ないが,これ以北では佐Tiu県の呼子町加都島の

みで,この地が1つの北限となる.ソナレアマ

チャズルは西南日本の沿岸部に生育 し,アマ

チャズルよりも薬が大きく,厚く,光沢がある.
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本島のものは特に大きく,茸の大きさが20cmほ

どもあり (図3),林下に多く生育 している.

黒子島植物目録

シダ植物

イノモ トソウ科 ･･･イシカグマ

オシダ科 ･･･ベニシダ,コバノカナワラビ,

オニヤプソテツ,ホソバカナワラビ

裸子植物

マキ科 ･･･イヌマキ

被子植物

双子葉植物

離弁花類

ヤマモモ科 ･･･ヤマモモ

ブナ科 ･- マテバシィ,スダジイ

クワ科 ･･･ヤマグワ,イヌビワ,オオイク

ビ,アコウ

イラクサ科 ･･･サイカイヤアマオ,カラム

シ

タデ科 ･ ･ツルソバ,ギシギシ,ママコノ

シリヌグイ

オシロイバナ科 ･･･オシロイバナ

ツルナ科 ･

ナデシコ科 ･

アカザ科 ･

ヒエ科 ･

クスノキ科 ･

ハマビワ,

アケビ科 ･

ツゾラフジ科

ゾラフジ

コショウ科 ･

ツバキ科 ･

ヒサカキ

ケシ科 ･

トベラ科 ･

･ツルナ

･･コハコペ,ツメクサ

･シロザ

ヒナタイノコズチ,イノコズチ

･･ヤプニッケイ,シロダモ,

イヌガシ,タブノキ

･ムベ

･ハスノハカズラ,アオツ

･･フウトウカズラ

･ヤブツバキ,ヒサカキ,ハマ

ムラサキケマン,キケマン

･トベラ

バラ科 ･ ･バクナノキ,ナワシロイチゴ,

カジイチゴ

マメ科 - ･スズメノエンドウ,ウマゴヤシ,

カラスノエンドウ,クズ,ハマナタマメ

カタバミ科 - ･ムラサキカタバミ,カタバ

ー14-

トウダイグサ科 ･･･アカメガシワ

ミカン科 - ･カラスザンショウ,ハマセン

ダン

ウルシ科 ･･･ハゼノキ

モチノキ科 - ･モチノキ

ブ ドウ科 - ･ノブドウ,エビズル,ナツヅ

タ,ソナレアマチャズル

ホル トノキ科 ･- ホルトノキ

グミ科 ･･･オオバグミ

スミレ科 ･･･タチッポスミレ

ウリ科 ･･･キカラスウリ

ウコギ科 ･･･ヤツデ

セリ科 ･ ･ハマゼリ,ハマウド,オヤプジ

ラミ

ミズキ科 ･･･アオキ

合弁花類

ヤブコウジ科 ･･･ヤブコウジ

サクラソウ科 ･ ･ハマポッス

ハイノキ科 ･I･クロキ

モクセイ科 - ･ネズミモチ

キョウチクソウ科 ･･･テイカカズラ

アカネ科 ･･･ヤエムグラ,ヘクソカズラ

ヒルガオ科 ･･･ハマヒルガオ

クマツゾラ科 ･- ムラサキシキ7,ヤプム

ラサキ,クサギ

シソ科 - ･ヒメキランソウ,オドリコソウ

ナス科 - ･ヒヨドリジョウゴ,ヨウシュヤ

マゴボウ

ゴマノハグサ科 - ･フラサバソウ

キツネノマゴ科 - ･キツネノマゴ

スイカズラ科 ･- サンゴジュ,ハクサンボ

ク,ニワトコ

キク科 - ･シマカンギク,オオアレチノギ

ク,ベニバナポロギク,ヨモギ,ツワプキ

ノダシ,オオユウガギク,オニタビラコ

単子葉植物

ユリ科 - ･ノシラン,ノビル,ヤプラン

ツユクサ科 ･ ･ツユクサ

イネ科 - ･アオカモジグサ,ススキ,ケチ

ヂミザサ

タケ科 ･･･メダケ,マグケ,シホウテク

ヤシ科 ･･･ビロウ



サ トイモ科 - ･ナンゴクウラシマソウ,ム

サシアブミ

カヤツリグサ科 - ･ハマスゲ,キノクニス

ゲ,イソアオスゲ

ショウガ科 ･･･アオノクマタケラン
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